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二

法
第
七
十
条
の
四
の
二
第
九
項
第
三
号
に
掲
げ
る
受
贈
者

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
七
年
法
律
第
五
十
五
号
）
附
則
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る

同
法
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
四
第
十
三
項
の
規
定

11

法
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
定
貸
付
農
地
等
に
係
る
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
猶
予

適
用
者
が
当
該
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
後
当
該
特
定
貸
付
農
地
等
を
当
該
特
定
貸
付
け
に
基
づ
き
借
り
受
け
た
者
に

引
き
続
き
貸
し
付
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
猶
予
適
用
者
に
係
る
法
第
七
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中「（
以
下
第
七
十
条
の
五
」
と
あ
る
の
は「（
次
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
同
項

に
規
定
す
る
賃
借
権
等
が
設
定
さ
れ
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
農
地
等
の
当
該
受
贈
者
に
よ
る
当
該
譲

渡
、
贈
与
、
転
用
若
し
く
は
設
定
又
は
消
滅
に
伴
う
当
該
賃
借
権
等
の
消
滅
を
除
く
。以
下
第
七
十
条
の
五
」と
、「
に

係
る
土
地
を
含
む
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
次
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
農
地

等
に
係
る
土
地
を
含
む
」
と
す
る
。

12

法
第
七
十
条
の
四
第
十
七
項
か
ら
第
二
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
猶
予
適
用
者
が
、
当
該
特

定
貸
付
け
に
係
る
特
定
貸
付
農
地
等
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
一
時
的
道
路
用
地

等
の
用
に
供
す
る
た
め
に
当
該
特
定
貸
付
け
に
係
る
法
第
七
十
条
の
四
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
賃
借
権
等
を
消
滅

さ
せ
、
か
つ
、
当
該
用
に
供
す
る
た
め
に
法
第
七
十
条
の
四
第
十
七
項
に
規
定
す
る
地
上
権
等
の
設
定
に
基
づ
き
貸

付
け
を
行
つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
農
業
の
用
に
供
す
る
」
と
あ
る
の
は

「
農
業
の
用
に
供
し
、
又
は
当
該
農
地
等
に
つ
い
て
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
を

行
う
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
地
上
権
等
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
に
係
る
同
項
に

規
定
す
る
賃
借
権
等
の
消
滅
及
び
地
上
権
等
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
又
は
次
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
を
行
つ
て
い
な
い
場
合
」
と
、「
供
し
て
い
な
い
部
分
」
と
あ
る
の

は
「
供
し
て
い
る
部
分
及
び
当
該
特
定
貸
付
け
を
行
つ
て
い
る
部
分
以
外
の
部
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
条
の
七
第
二
項
第
二
号
中
「
前
条
第
十
六
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
十
六
項
第
二
号
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
前
条
第
六
十
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
六
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八

項
中
「
前
条
第
九
項
各
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
九
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、「
前
条
第
九
項
第
二
号
」
を

「
第
四
十
条
の
六
第
九
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
七
十
条
の
七
の
二
第
一
項
又
は
」
を
「
第
七
十

条
の
六
の
四
第
一
項
又
は
第
七
十
条
の
七
の
二
第
一
項
若
し
く
は
」に
、「
も
の
を
い
う
。）と
調
整
前
株
式
等
猶
予
税
額
」

を
「
も
の
を
い
う
。）、
調
整
前
山
林
猶
予
税
額
（
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
納
税
猶
予
分
の

相
続
税
額
で
第
四
十
条
の
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。）及
び
調
整
前

株
式
等
猶
予
税
額
」
に
、「
と
の
合
計
額
」
を
「
の
合
計
額
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中
「
前
条
第
十
一
項
」
を
「
第

四
十
条
の
六
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
第
二
号
中
「
前
条
第
十
三
項
各
号
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
十
三

項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
前
条
第
二
十
九
項
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条

第
三
十
五
項
中
「
前
条
第
三
十
二
項
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
三
十
二
項
」
に
、「
次
条
第
三
十
二
項
」
を
「
第
四
十
条

の
七
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
九
項
中
「
前
条
第
四
十
五
項
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
四
十
五
項
」
に
改

め
、
同
条
第
五
十
一
項
中
「
前
条
第
四
十
七
項
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
四
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
十
五
項
第

三
号
中
「
前
条
第
十
一
項
」
を
「
第
四
十
条
の
六
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
十
九
項
を
削
る
。

第
四
十
条
の
七
の
二
第
一
項
中
「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
、「
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
。
第
六
項
及
び

第
七
項
」
に
、「
法
第
七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
に
」
を
「
同
条
第
一
項
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で

を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
八
項
第
一
号
」
を「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
二
項
第
一
号
」に
、「
同

条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
四
の
二
第
十
項
」
に
、「
同
項
に
」
を
「
租
税
特
別

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
六

第
一
項
本
文
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
九
項
」
を
「
第
七

十
条
の
六
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
四
の
二
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
七
十
条

の
六
の
二
第
八
項
第
一
号
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
十
条
の
六

の
二
第
八
項
第
二
号
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
条
の
六
の
二

第
八
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
八

項
第
四
号
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
八
項
第

五
号
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

４

法
第
七
十
条
の
六
の
二
第
三
項
に
お
い
て
法
第
七
十
条
の
四
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
十
項
の
規
定

を
準
用
す
る
場
合
に
は
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
」
と
、「
受
け
る

特
定
貸
付
農
地
等
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
る
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
全
部
又
は
一
部
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
貸
付
農
地
等
」
と
い
う
。）」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
第
一
項
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
の
二

第
一
項
の
規
定
」
と
、「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
第
一
項
」
と
、「
納
税
猶
予
分
の
贈
与
税
額
」

と
あ
る
の
は
「
納
税
猶
予
分
の
相
続
税
額
」
と
、「
同
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
七
項
」と
、「
、
第
一
項
の
」

と
あ
る
の
は
「
、
第
七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
、
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
」
と
、「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の

六
第
一
項
第
一
号
」
と
、「「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
旧
法

猶
予
適
用
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
法
猶
予

適
用
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
」
と
、「
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
贈
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条

の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
農
業
相
続
人
」
と
、「
前
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
の
二
第
二
項
各
号
」と
、

「
第
七
十
条
の
四
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
六
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
四
十
条
の
六
の
二
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
六
の
二
第
三
項
に
お
い
て
法
第
七
十

条
の
四
の
二
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
条
の
七
の
二
第
十
一
項
中
「
受
け
る
特
定
貸
付
農
地
等
」
を
「
受
け
る
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
農
地
又
は
採

草
放
牧
地
の
全
部
又
は
一
部
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
貸
付
農
地
等
」
と
い
う
。）」に
、「
特
定
貸
付
農
地
等
の
」

を
「
特
定
貸
付
け
を
行
つ
た
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
全
部
又
は
一
部
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
特
定
貸
付
農
地
等
」

と
い
う
。）の
」
に
、「
同
項
に
規
定
す
る
特
定
貸
付
農
地
等
に
」
を
「
特
定
貸
付
農
地
等
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

六
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
七
項
と
す
る
。

第
四
十
条
の
七
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
山
林
に
つ
い
て
の
相
続
税
の
納
税
猶
予
）

第
四
十
条
の
七
の
四

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て

を
満
た
す
者
と
す
る
。

一

法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
い
て
、
特
定
森
林
経
営
計
画

（
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
森
林
経
営
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
定
め
ら
れ

て
い
る
区
域
内
に
存
す
る
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
山
林
（
森
林
の
保
健
機
能
の
増
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
平
成
元
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
森
林
保
健
施
設
の
整
備
に

係
る
地
区
内
に
存
す
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
つ
て
、
当
該
山
林
に
係
る
土
地
に
つ
い
て
作

業
路
網
の
整
備
が
行
わ
れ
る
部
分
の
面
積
の
合
計
が
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
も
の
を
有
し
て
い
た
者
で
あ
る

こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
死
亡
前
に
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
を
受
け
て
い
た
者
で

あ
る
こ
と
。

イ

特
定
森
林
経
営
計
画
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
機
械
そ
の
他
の
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ

特
定
森
林
経
営
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
内
に
存
す
る
山
林
の
全
て
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
森
林
経
営

計
画
に
従
つ
て
適
正
か
つ
確
実
に
経
営
（
法
第
七
十
条
の
六
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
作
業
路
網
の
整
備
を
行
う
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

ハ

特
定
森
林
経
営
計
画
に
従
つ
て
山
林
の
経
営
の
規
模
の
拡
大
を
行
う
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
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